
まち歩き点検の結果を踏まえた課題解決に向けた目指す方向性と基本理念 別紙１

※赤字：まち歩き点検を踏まえた加筆・修正点

課題1．バリアフリー化整備の対象範囲が限定的

・合併後、重点整備地区に指定されている地区以外でも多くの
利用がある旅客施設が存在。
・歩道の快適性を求める住民ニーズが高まり、対象範囲の拡大
が求められている。

課題２．誰もが利用しやすい通路・施設として一部不十分

・段差の解消や視覚障がい者対応など通路の快適性が求めら
れており、各施設管理者が特定事業を推進する必要性がある。
・冬期間におけるバス停周辺を含めた除雪強化や安心・安全な
移動環境が求めらている。
・案内不足の解消や導線の連続性を確保する必要がある。

・点字ブロックや案内表示などバリアフリー施設の老朽化が進

行しており、施設設置・整備後の維持管理を継続する必要があ

る。
・建物の建築年数が古くバリアフリー化整備が遅れている。

課題3．公共交通車両のバリアフリー化が一部不十分

・公共交通における市民ニーズの高まりにより、段差の少ない
ノンステップバスやタクシー、ベビーカーや車いすスペースが確
保された車両導入が求められる。

課題4．新技術を導入したまちの整備が進んでいない

・スマートフォンアプリが連携した新たな誘導技術やタブレット
を活用した案内など、デジタルツールの導入

課題5．心のバリアフリーに対する理解の不足

・障がい等に対する理解度向上やお互いに声をかけやすい環
境づくりが求められる。
・ヘルプマークの認知度が低いため、さらなる認知度向上が必
要。
・障がいのある方へ対応する立場に立った実践的な教育や、周
りのサポートが求められる。
・経路上の障害物の放置対策や、緊急時の対応など、利用者に
対する配慮が必要。

課題６．協働によるバリアフリー化整備に関するルールがない

・各管理者による特定事業推進とともに、各管理者同士が協働
で各施設を一体的に整備することによるシームレスな移動環境
整備が求められる。

課題 目指す方向性

目指す方向性１

誰もが快適で安全に利用できる移動空間の形
成

目指す方向性２

施設のバリアフリー化と連続性のある安心・安
全な移動経路の確保

目指す方向性５

心のバリアフリーへの意識の醸成とサポート環
境づくり

目指す方向性３

市民や民間企業との連携・協働によるソフト面
の段階的・弾力的な取り組みの推進

目指す方向性４

社会情勢の変化を見据えた継続的な改善の推
進

基本理念 ：「誰もが快適で安全に行動でき、安心して暮らせるまちづくり」


